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⦁今年度より土づくり推進を通じ作物生育等の改善を図る「データ駆動型土づくり推

進事業」(農林水産省の補助事業)が 3か年計画でスタートすることとなりました。 

⦁本事業は多くの産地で土壌診断(化学性と物理性)し、作物の生育等の劣る要因を明

らかにし、その改善を図ります。その実施結果はデータベース化して今後の土づく

り指導等に活用してまいります。 

 

 

   

⦁本事業は(一財)日本土壌協会、土壌医の会全国協議会、NTT、関係県で土壌診断デー

タベース構築推進協議会を結成して推進していくこととしており、産地の選定、土

壌診断等による改善は土壌医の会全国協議会、(一財)日本土壌協会が中心となって

行い、データベース化は NTTが対応することとしております。 

 

 

 

⦁産地での事業推進に当たっては、産地や農家がメリットを感じられるよう、作物の

収量、品質の改善や底上げがなされるよう努めていくこととしております。 

⦁具体的には、収量、品質等の良い圃場と劣る圃場とで物理性も含めて比較調査等を

行い、劣る要因を明確にして改善を図りその結果を評価してデータベース化します。 

⦁本事業によって得られたデータベースが活用できるのは原則「土壌診断データベー

ス構築推進協議会」の構成メンバーや事業実施産地としており、産地の協力農家の

個別情報は原則非公開とすることとしております。 

⦁また、事業推進に当たっては、土づくりの推進が図れるよう、関係県とも連携して

事業推進するとともに、事業実施地区の関係機関や関係農家等を対象とした現地で

の研修会、報告会等も実施することとしております。 

 

 

  

「データ駆動型土づくり推進事業」の概要 

(事務局)  (* 事業内容等の問い合わせ先) 

    (一財)日本土壌協会  (会長 松本 聰 (東大名誉教授)) 

〒101－0051 東京都千代田区神田神保町1丁目58  パピロスビル6階 

ＴＥＬ 03－3292－7281～7283 FAX O3－3219－1646 

Eメールアドレス  mail@japan-soil.net 

 

 

◆ 事業の進め方と成果の活用は 

 

◆ 事業の実施主体は 

 

◆ データ駆動型土づくり推進事業とは 

 



(参 考) 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

  

 

               

 

   

   

（別添４） 

 

事業実施県におけるの事業実施のフロー図 

★実施地区選定と体制整備 

 (土壌医の会を中心とするメンバー) 

★診断結果に基づく改善対

策と農家等関係者説明 

 

★土壌の分析・測定と診断 

 

★化学性の分析と土性等測定 

 (指定の分析実施場所へ土壌送付) 

★物理性の測定 

 ♦土壌医の会が中心となり貫入式

硬度計により圃場別に調査 

 (圃場の位置情報、排水状況等把握

(写真)) 

♦土壌の硬盤測定、土性測定等現

地研修会(関係農家、土壌医の会

会員、普及関係者等) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(協議会事務局) 

★進め方のルール設

定 

と周知(分析項目等) 

★事業推進支援 

(専門家派遣等) 

★生育等劣る要因の整理と要

因別改善対策の明確化 

  

★実施地区選定 

♦実施候補地区洗い出し 

 

♦実施候補地区と協議し決定 

 

★実施体制整備 

♦実施地区担当の明確化 

   

 

 

 

 

 

★主な生育等劣る要因の改善

対策と検証 (2年目) 

♦代表的農家圃場(生育等劣る圃

場)で改善対策を実施してい

ただき検証 (改善状況の写真) 

♦現地圃圃場での研修会(関係農

家、関係者等) 

 

 

★事業実施の参加呼びかけ 

(地域の土壌医検定合格者、資

格登録者等可能な方) 

★普及組織等との連携 

(可能な範囲で参加要請) 

★実施地区での推進 

♦進め方の協議 

(分析点数、圃場カルテ、提

出時期等) 

♦対象農家への依頼と回収 

 (実施地区の窓口) 

 

 

 

(詳細調査) (年 1 作の水稲の例) 

★生育等劣る要因の検証 

 ♦生育等良い圃場と劣る圃場との

比較詳細調査(例:腐植、ケイ酸溶

脱、作土層浅い等が品質劣る要因) 

 

 

★地区での農家等説明会 

♦土壌診断に基づく地区の問題点

と改善策(土づくりの基礎知識

含む) 

 


